
岐
阜
。杉
崎
廃
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
岐
阜
県
吉
城
郡
古
川
町
杉
崎
字
淡
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
〇
月
ｉ

一
九
九
四
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
古
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
野
政
雄

。
戸
田
哲
也

・
河
合
英
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
葉
？
九
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
騨
古
川
盆
地
の
北
西
隅
、
吉
城
郡
古
川
町
杉
崎
字
淡
原
地
内
に
所
在
す
る

杉
崎
廃
寺
は
、
飛
騨
の
風
光
明
媚
な
田
園
地
帯
に
あ

っ
て
、
古
く
か
ら
水
田
中

に
整
然
と
並
ぶ
金
堂
礎
石
と
、

二
重
孔
式
の
塔
心
礎
の
存
在
が

知
ら
れ
、　
一
九
五
九
年

（昭
３４
）

に
岐
阜
県
の
史
跡
指
定
を
受
け
、

現
在
に
至

っ
て
い
る
。
耕
作
に

よ

っ
て
金
堂
基
壇
の
蚕
食
が
進

行
し
た
も
の
の
、

『
斐
太
後
風

上
記
』

（
一
八
七
三
年
）
に

「里

人
敢
て
其
を
動
か
さ
ず
」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
堂
礎
石
は
永
く
水
田
中
に
保
存
さ
れ
、
古
来
の
位
置

を
保

っ
て
き
た
。
ま
た
こ
の
東
に
接
し
て
、
塔
跡
と
推
定
さ
れ
る
地
形
の
高
ま

り
が
あ

っ
て

一
〇
個
ほ
ど
の
礎
石
が
現
存
す
る
が
、
塔
心
礎
は
南
東
方
に
四
〇

ｍ
ほ
ど
離
れ
た
道
端
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
礎
石
群
を
残
す
杉
崎
廃
寺
は
、
こ
れ

ま
で
平
安
後
期
か
ら
織
豊
時
代
に
か
け
て
天
台
宗
寺
門
派
の
法
燈
を
維
持
し
た

官
谷
寺
の
跡
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
杉
崎
廃
寺
の
一
帯
に
、
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
た

た
め
、
古
川
町
教
育
委
員
会
は
事
業
と
遺
跡
保
存
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、　
一
九
九

一
年
度
に
廃
寺
の
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
塔

心
礎
は
後
世
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
、
金
堂
や
塔
の
基
壇
が
良
好
に
遺
存
す
る

こ
と
、
そ
の
周
囲
に
は
石
敷
が
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
金
堂
後
方
に
も
新
た

な
礎
石
建
物
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
か
な
り
の
規
模
の
伽

藍
を
も
つ
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め

一
九
九
二
年
度
か
ら

は
、
国

・
県
の
補
助
を
受
け
、
伽
藍
配
置

・
寺
域

。
創
建
年
代
な
ど
の
解
明
に

向
け
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
ほ
ど
伽
藍
中
枢
部
の
調
査
が
ほ
ぽ
終
了
し
、
法
起
寺
式
の
伽
藍
配
置
を

と
る
白
鳳
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
伽
藍
は
小
規
模
な
が
ら
、

中
門

・
金
堂

・
塔

。
講
堂

・
鐘
楼

（経
蔵
）
な
ど
の
主
要
堂
塔
を
備
え
た
本
格
的

な
寺
院
で
あ
り
、
伽
藍
配
置
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
伽
藍
の
区
画
施
設
で

あ
る
掘
立
柱
塀
や
内
部
に
敷
設
し
た
石
敷
の
状
況
も
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
伽

藍
中
枢
部
の
様
相
を
ほ
ぽ
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伽
藍
の
西
で
検

(飛騨古)II)



出
し
た
南
北
溝
は
、
西
面
の
掘
立
柱
塀
に
近
接
し
た
位
置
に
あ
る
が
、
そ
の
方

位
や
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、
寺
域
の
西
を
限
る
排
水
施
設
と
推
定
さ
れ
る
。

杉
崎
廃
寺
は
、
こ
れ
ま
で
に
七
〇
〇
ヵ
所
以
上
で
確
認
さ
れ
て
い
る
飛
蔦

・

白
鳳
寺
院
の
な
か
で
も
特
に
残
り
が
よ
く
、
伽
藍
全
体
が
こ
れ
ほ
ど
良
好
な
状

態
で
遺
存
し
た
例
は
少
な
い
。
当
時
の
伽
菫
の
造
営
計
画
や
建
物
の
形
式

。
構

造
を
明
ら
か
に
し
得
る
点
で
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
仏
教
文
化
や
寺

廃
建
築
の
東
国
へ
の
波
及
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
貴
重
な
調
査
例
と

い
え
る
。
こ
う
し
た
遺
跡
の
重
要
性
に
鑑
み
、
古
川
町
は
伽
藍
地
全
域
の
保
存

を
決
定
し
、
史
跡
公
園
と
し
て
伽
藍
中
枢
部
の
露
出
展
示
を
検
討
し
て
い
る
。

遺
物
は
、
伽
藍
中
枢
部
と
南
北
溝
を
中
心
に
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約

一
〇
〇

箱
ほ
ど
出
上
し
た
。
伽
藍
中
枢
部
か
ら
出
上
し
た
遺
物
の
大
部
分
は
、
土
器
と

瓦
類
で
あ
る
。
土
器
は
須
恵
器
類
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
杯

・
椀

・
蓋
を
中

心
と
す
る
食
器
類
と
、
重

。
甕
な
ど
の
貯
蔵
容
器
類
が
主
体
で
あ
る
が
、
水
瓶

・
浄
瓶

。
鉄
鉢

・
三
足
火
舎
な
ど
の
仏
器
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
講

堂
及
び
僧
房

・
食
堂
な
ど
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
伽
藍
の
北
側
か
ら
出
上
し
て

い
る
。
焼
失
し
た
講
堂
の
基
壇
上
面
か
ら
出
土
し
た
杯
類
の
多
く
は
、
内
面
に

タ
ー
ル
状
の
付
着
物
が
認
め
ら
れ
、
講
堂
内
で
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
多
く
は
底
部
に
糸
切
り
痕
が
残
り
、
こ
れ
ら
が
杉
崎

廃
寺
の
廃
絶
年
代
を
示
す
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
騨
地
方
の
須
恵
器
の
年
代

観
は
い
ま
だ
流
動
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

一
応
九
世
紀
初
頭
の
年
代
を
与
え

て
お
き
た
い
。
墨
書
土
器
は
十
数
点
あ
る
が
、
寺
に
関
わ
る
も
の
と
し
て

「見
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寺
」
「寺
見
」
「寺
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
講
堂
基
壇
土
中
及
び
掘
立
柱
塀
の

柱
穴
か
ら
は
、
寺
の
創
建
年
代
を
示
す
資
料
と
な
り
う
る
岩
崎
四

一
号
窯
式
に

比
定
さ
れ
る
須
恵
器
が
、
柱
穴
か
ら
は
平
城
官
Ｉ
に
比
定
さ
れ
る
土
師
器
杯
Ａ

が
出
上
し
て
お
り
、
須
恵
器
の
年
代
観
と
も
矛
盾
し
な
い
。

瓦
類
は
、
金
堂
及
び
塔
の
基
壇
回
り
を
中
心
に
出
上
し
た
が
、
軒
瓦
は

一
点

も
な
い
。
ま
た
全
体
の
出
土
量
は
、
屋
根
全
部
に
葺
く
量
と
し
て
は
あ
ま
り
に

も
少
な
く
、
部
分
的
な
使
用
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
南
北
溝
か
ら
は
木
製
品
が
多
量
に
出
上
し
た
。
建
築
部
材
が
中
心
で

あ
る
が
、
杓
子
や
箸
な
ど
の
食
事
具
、
挽
物
や
蓋
板
な
ど
の
容
器
、
え
ぶ
り

。

日
下
駄

・
木
槌

。
撥

・
へ
ら
な
ど
の
農
工
具
な
ど
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま

た
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
建
築
模
型
の
部
材
の
組
物
（斗
）
と
壽
木
が
挙
げ

ら
れ
る
。
木
簡
は
現
在
わ
ず
か

一
点
で
あ
る
が
、
建
築
部
材
と
と
も
に
出
上
し

た
。
飛
騨
国
荒
城
郡
の
郷
名
が
推
定
で
き
る
唯

一
の
考
古
資
料
で
あ
る
。
な
お
、

墨
痕
の
な
い
木
簡
状
木
製
品
が
南
北
溝
を
中
心
に
十
数
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔見
ヵ
〕

ω
　
。
「
符
　
飽
□

×

名

急
□

①
は
上
端
は
完
存
し
て
い
る
が
、
途
中
で
折
れ
全
体

の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

〔日ル
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
み

「飽
口
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
飛
騨
国
荒
城
郡
飽
見
郷
を
指
す
も
の
と

み
ら
れ
る
。
符
は
公
式
令
に
よ
る
と
上
級
官
司
が
被
管
官
司
に
出
す
下
達
文
書

（
∞
Φ
）
Ｘ
∞
〇
×
椒
　
Φ
μ
Φ

留!|デ|・

ミ鬱ぷ
V
腕
Ｖ

，等吼

Cm



で
あ
り
、
こ
れ
は
郡
か
ら
郷

へ
の
符
、
す
な
わ
ち
郡
符
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
欠
損
の
た
め
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
急
を
要
す
る

内
容
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
木
簡
の
年
代
は
、
共
伴
し
た
土
器
か
ら

寺
が
焼
失
し
た
九
世
紀
初
頭
頃
と
判
断
さ
れ
、
岐
阜
県
下
で
は
初
め
て
の
古
代

の
木
筒
で
あ
る
。

古
川
盆
地
に
は
杉
崎
廃
寺
を
始
め
と
す
る
白
鳳
寺
院
の
推
定
地
が

一
Ｏ
ヵ
所

あ
り
、
そ
の
分
布
を
み
る
と

一
定
の
領
域
を
単
位
と
し
た
寺
院
の
建
立
が
看
取

さ
れ
る
。
狭
い
盆
地
内
の
随
所
に
伽
藍
が
立
ち
並
ぶ
景
観
は
、
当
地
域
の
先
進

性
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
古
代
律
令
制
国
家
に
お
け
る
飛
騨
の
特

殊
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
賦
役
令
斐
陀
国
条
に
み
え
る
工
匠
の
供
給
と
の
関

係
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
郷
名
が
記
さ
れ
た
郡
符
木
簡
と
の

関
連
で
み
る
な
ら
ば
、
七
郷
か
ら
な
る
荒
城
郡
内
に
郷
を
単
位
と
し
た
寺
院
の

造
営
が
可
能
な
状
況
を
合
め
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

９
　
関
係
文
献

河
合
英
夫

・
島
田
敏
男

「飛
騨
の
伽
藍
―
杉
崎
廃
寺
の
調
査
―
」
翁
月
刊
文

化
財
』
三
六
六
　
一
九
九
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
合
英
夫
）

1993年出上の木簡

墨書土器 (部分)

「見寺」

木

簡

研

究

第
一
吾

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
庄
八

一
九
九
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
三
坪
　
平
城
京
右
京
三
条
二
坊
三

坪
　
籐
原
官
跡
　
藤
原
京
右
京
五
条
四
坊
　
丹
切
遺
跡
　
長
岡
京
跡
①
　
長
岡

京
跡
②
　
中
海
道
遺
跡
　
鯵
龍
寺
城
跡
　
平
安
京
跡

・
旧
二
条
城
跡
　
鳥
羽
離

宮
跡
　
大
坂
城
跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
喜
連
東
遺
跡
　
平
野
環
濠
都
市
遺
跡

植
附
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡

（内
田
地
区
）

鴨
田
遺
跡
　
一ハ
大
Ｂ
遺
跡
　
安
養
寺

跡
　
宮
の
西
遺
跡
　
赤
堀
城
跡
　
梶
子
遺
跡
　
城
之
内
遺
跡
　
一
一本
柳
遺
跡

二
之
宮
官
東
遺
跡
　
安
養
寺
森
西
遺
跡
　
世
良
田
諏
訪
下
遺
跡
　
小
茶
円
遺
跡

番
匠
地
遺
跡
　
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
綾
ノ
前
遺
跡
　
馬
場
天
神

腰
遺
跡
　
乾
遺
跡
　
宮
永
ほ
じ
川
遺
跡
　
北
高
木
遺
跡
　
山
崎
遺
跡
　
中
島
田

遺
跡
　
久
米
窪
田
森
元
遺
跡
　
観
世
音
寺
跡

（南
門
跡
）

脇
道
遺
跡
　
城
原

三
本
谷
南
遺
跡
　
妻
北
小
学
校
敷
地
内
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
五
）

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

（第
九
次
）
　

長
岡
官
跡

（宮
第
三
一
・
三
三
次
）

草

戸
千
軒
町
遺
跡

（第
五

・
六

・
八
次
）

国

・
郡
の
行
政
と
木
簡

―

「
国
府
跡
」
出
土
木
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
康

京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
鹿
背
山
郷
蔵
の
俵
上
札
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
淳

一
郎

彙
報

頒
価
　
四
五
〇
〇
円
　
〒
五
〇
〇
円




